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令和４（２０２２）年１０月の調査結果



「原材料、電力高騰、中国・ベトナムのロックダウン、米中、ロシア・ウクライナ、中国・台湾等のリスクによ

り、受注・売上減と利益圧縮のダブルパンチの状況が続いている。影響は長引きそうで、短・中長期の見直し中」

（金属素形材製品）、「主力製品の売上は好調でも、コロナ前の売上になるにはまだ時間がかかる。光熱費等の高

騰により原価に食われ、若干の増益。設備投資は、高騰前に実施していたので助かった」（鉄鋼業）、「自社の経営

戦略に合った人材育成が課題であり、苦慮している」（印刷業）、「世界情勢と材料費等の値上がりが懸念。社内

の５Ｓ活動を進め、より生産性向上を目指す」（金属製品）、「上半期はコロナ禍や半導体市場の冷え込み等で、

深刻な業績悪化が継続」（電子応用装置）、「オイル等ケミカル類が今年度３回目の値上げ。中国製の半導体関連

の部品がようやく入ってくるようになった」（自動車付属品） 

 １０月の全産業合計のＤＩ値（前年同月比ベース、以下同

じ）は、▲１０．２（前月水準▲８．４）となり、マイナス

幅が１．８ポイント拡大した。 
 １０月は過ごしやすい天候、全国旅行支援の実施等、経済

状況の正常化への動きから、人流の増加についてコメントが

寄せられた。しかし、１０月から多くの品目が値上げした影

響は大きく、サービス業を除いた業種でＤＩ値が悪化した。

建設業からは、値上げ前の単価で計画された公共工事の影

響、塾からは電気代、人件費増による月謝の見直しに関して

コメントが寄せられた。 
先行きＤＩ値は▲３．０（今月比＋７．２）で改善の見通

しであるが、コスト増の警戒感は強い。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 

「慢性的な人手不足とトラックドライバーの高齢化により、将来的に物流が機能不全に陥る可能性がある。標準的

な運賃の収受による収益改善で人手不足を解消、インフラ維持が今後の課題」（一般貨物自動車運送）、「人件費高騰 

で外注費増」（ソフトウェア）、「電気代、人件費が上昇し、来年度は月謝の見直し等で調整せざるを得ない。学習塾

は年度途中で月謝を変更することが難しく、厳しい年越しになりそう」（学習塾）、「平日夜の客数を戻すようなＧｏ 

ｔｏ Ｅａｔ等の施策に期待」（日本料理）、「売却物件依頼が増加。購入の問合せは若干減。コロナやウクライナ戦

争等、マイナス情報の連日報道が悪影響だと思う」（不動産管理）、「デジタル化の対応が課題」（土木建築サービス） 

人流は増加するも、相次ぐ原材料高騰、価格転嫁するも追いつかず全産業ＤＩは悪化。先行きは改善の見通しもコスト増の警戒感は強い 

調査期間:令和4年10月25日～11月2日 調査対象：柏市内148事業所及び組合にヒアリング、回答数98 

柏の景気情報（令和４年１０月の調査結果のポイント） 

「公共工事が材料費の値上げ前の単価で影響が出ている。１０月からほぼ全ての材料が再値上げ。これ以上は民間

工事の施主負担が大きすぎる」（塗装工事）、「例年ほど畳工事の注文がない。年末に向け売上が戻るか微妙」（畳）、

「外国人労働者に大きく興味があるが、雇用までに大きなハードルがあり難しい。もう少し簡素化できないか！」

（とび）、「材料、製品等が値上がり。顧客の工事のきっかけを重要視する必要がある」（一般土木建築工事） 

「売上は堅調に推移しているが、包装資材等の原料価格上昇が今後も見込まれ、販売価格を上げるか検討中。新た

に柱となる事業を立てる必要がある」（食料卸売）、「１０月からの原材料再値上げが痛い。販売価格に転換せざる

を得ない」（洋菓子店）、「人流増加傾向は継続し、被服・雑貨等は好調に推移。一方、生活防衛意識の高まりから

か食関連は鈍化」（百貨店）、「値上げを行い、客足も戻りつつあるので売上上昇するも、仕入値や光熱費高騰で利

益に追い付かない。年末に向けまた感染者数が増えるか心配」（各種商品小売）、「仕入価格の高止まり、納期遅延、

輸送コストの上昇が断続的に続き、コストプッシュインフレが止まらない」（自動車卸売）、「商品の値上げが光熱

費・ガソリン等の値上げに追いつかない」（卸売）、「外出しやすい陽気となったこともあり客数、客単価ともに上

昇。柏駅前の人出もかなり増えてきた。グッズの仕入価格上昇、円安の影響による欧州からの輸入価格上昇によ

り、小売価格に転嫁せざるを得ない状況が続いている」（ペット用品小売） 

全産業合計では、「柏の景気」が▲１０．２に対し、「ＣＣＩ－ＬＯＢＯ」が▲２０．７で、柏の方がマイナス幅が１０．５ポイント

小さい。業種別では、「柏の景気」の方が良い業種は、建設業、卸小売業、サービス業であり、卸小売業、サービス業は１０ポイント

以上良い。「柏の景気」の方が悪い業種は、製造業である。 

前月と比べたＤＩ値の動き    改善    横ばい   悪化 

★調査結果のまとめ 

★全国の商工会議所早期景気観測調査（CCI－LOBO）との比較 

★業種別の動向 



特に好調 好調 まあまあ 不振 極めて不振

DI≧50 50＞DI≧25 25＞DI≧0 0＞DI≧▲25 ▲25＞DI

業況DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 10.2 ▲ 23.5 ▲ 26.0 ▲ 11.1  18.1

▲ 20.7 ▲ 29.9 ▲ 20.1 ▲ 29.4 ▲ 8.1

売上DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

 5.1 ▲ 35.2 ▲ 17.3  36.1  9.0

▲ 2.6 ▲ 17.1 3.2 ▲ 12.5 7.9

採算DI  全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 25.5 ▲ 41.1 ▲ 47.8 ▲ 22.2  4.5

▲ 26.6 ▲ 37.1 ▲ 29.6 ▲ 28.9 ▲ 15.8

仕入単価DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 77.5 ▲ 70.5 ▲ 100.0 ▲ 77.7 ▲ 59.0

▲ 76.2 ▲ 86.8 ▲ 82.1 ▲ 74.5 ▲ 65.8

従業員DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

 17.3  5.8  13.0  22.2  22.7

19.0 29.9 13.5 13.7 23.1

資金繰りDI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 10.2 ▲ 17.6 ▲ 17.3 ▲ 8.3 ±0.0

▲ 18.0 ▲ 12.6 ▲ 18.3 ▲ 26.0 ▲ 16.0
CCI―LOBO

CCI―LOBO

CCI―LOBO

柏の景気

CCI―LOBO

柏の景気

CCI―LOBO

柏の景気

柏の景気

柏の景気

今月の柏の景気天気図
柏の景気情報と全国CCI‐LOBOとの比較

柏の景気

CCI―LOBO

景気天気図



  

 3 調査期間：2022年10月14日～20日 
 
調査対象：全国の330商工会議所が2,541企業 
     にヒアリング調査を実施 

Ｃ Ｃ Ｉ － Ｌ Ｏ Ｂ Ｏ 
商 工 会 議 所 早 期 景 気 観 測（１０月速報） 

全 

国 

の 

業 

況 

業
況
Ｄ
Ｉ
は

３
カ
月
ぶ
り
の
改

善
も
コ
ス
ト
増
が
重
荷
に

先
行

き
は

円
安
や
物
価
高
の
継
続
へ

の
警
戒
感
強
ま
る 

 

１
０
月
の
全
産
業
合
計
の
業

況
Ｄ
Ｉ
は

▲
２
０

７
と

前

月
か
ら
＋
２

６
ポ
イ
ン
ト
の
改

善

水
際
対
策
の
緩
和
や
全
国
旅

行
支
援
に
よ
る
客
足
の
回
復
で

飲
食
・
宿
泊
業
な
ど
の
サ

ビ
ス

業
や

百
貨
店
な
ど
の
小
売
業
で

業
況
が
改
善
し
た

ま
た

卸
売

業
も
小
売
業
・
サ

ビ
ス
業
向
け

の
引
き
合
い
増
加
に
牽
引
さ
れ

て
業
況
が
改
善
し
た

製
造
業
で

も
消
費
者
向
け
の
飲
食
品
関
連

や
日
用
品
の
受
注
増
に
よ
り
業

況
が
改
善
し
た

一
方

建
設
業

で
は

建
設
資
材
価
格
の
高
騰
が

続
い
て
お
り

価
格
転
嫁
も
十
分

に
行
え
ず

業
況
悪
化
が
継
続
し

た

感
染
状
況
が
小
康
状
態
と
な

り

売
上
増
加
が
見
込
ま
れ
る

が

資
源
・
原
材
料
価
格
高
騰
の

長
期
化
や

１
５
０
円
台
ま
で
進

ん
だ
円
安
等
に
よ
る
コ
ス
ト
増

が
さ
ら
な
る
重
荷
と
な
り

中
小

企
業
の
業
況
は
改
善
を
示
す
も

力
強
さ
を
欠
い
て
い
る

 

先
行
き
に
つ
い
て
は

先
行
き

見
通
し
Ｄ
Ｉ
が
▲
２
２

２

今

月
比
▲
１

５
ポ
イ
ン
ト

と
悪

化
を
見
込
む

経
済
活
動
が
正
常

化
に
向
か
う
中

設
備
投
資
等
の

民
間
工
事
の
受
注
増
を
期
待
す

る
声
が
建
設
業
で
聞
か
れ
た

一

方
で

資
源
・
原
材
料
価
格
の
高

騰
や
円
安
の
継
続

人
手
不
足
に

伴
う
人
件
費
増
加
や
電
気
代
の

上
昇
等

数
多
く
の
コ
ス
ト
増
要

因
に
よ
る
企
業
経
営
へ
の
影
響

が
懸
念
さ
れ
る

さ
ら
に

欧
米

の
イ
ン
フ
レ
対
策
等
に
よ
る
世

界
経
済
の
鈍
化
へ
の
不
安
感
も

重
な
り

中
小
企
業
の
先
行
き
は

警
戒
感
が
強
ま

て
い
る

 

 ○
各
業
種
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
特

徴
的
な
コ
メ
ン
ト
は
以
下
の
と

お
り

 

 

業
種
別
に
み
る
と

今
月
の
業

況
Ｄ
Ｉ
は
前
月
に
比
べ

建
設
業

は
悪
化

そ
の
他
の
業
種
で
改
善

し
た

各
業
種
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

特
徴
的
な
コ
メ
ン
ト
は
以
下
の

と
お
り

 

 

建
設
業

民
間
工
事
は
引

き
合
い
も
増
加
し

今
後
も
受
注

が
見
込
め
そ
う
で
あ
る

一
方

で

公
共
工
事
は
受
注
数
が
あ
ま

り
無
く

入
札
が
あ

た
と
し
て

も
資
材
価
格
や
燃
料
価
格
の
高

騰
に
よ
る
コ
ス
ト
分
が
転
嫁
で
き

ず

採
算
悪
化
と
な
る
厳
し
い
状

況
が
続
い
て
い
る

一
般
建
設

業

国
際
的
な
サ
プ
ラ
イ
チ

ン
の
混
乱
が
継
続
し
て
お
り

資
材
や
重
機
の
納
期
が
遅
れ
る
こ

と
で
人
件
費
負
担
も
増
加
し
て
い

る

管
工
事
業

 

 

製
造
業

取
引
先
の
飲
食
店

の
客
足
回
復
に
伴

て

受
注
数

は
伸
び
て
い
る

さ
ら
な
る
経
営

改
善
に
向
け
て

外
注
し
て
い
た

一
部
製
品
に
つ
い
て
内
製
化
を
検

討
し
て
い
る

生
産
性
向
上
も
あ

わ
せ
て
設
備
投
資
を
実
施
し
て
い

く

調
味
料
製
造
業

受
注
数

は
増
加
傾
向
に
あ
る

一
方
で

円

安
の
影
響
で
輸
入
部
品
の
価
格
高

騰
が
続
い
て
お
り

価
格
転
嫁
の

タ
イ
ミ
ン
グ
を
図

て
い
る

一

般
産
業
用
機
械
製
造
業

 
 

卸
売
業

観
光
関
係
や
飲

食
・
宿
泊
業
向
け
の
納
品
が
増
加

し
て
お
り

売
上
は
回
復
基
調
に

あ
る

し
か
し

円
安
や
原
材
料
価

格
の
高
騰
に
よ
り
仕
入
価
格
が
上

昇
す
る
中
で

人
手
不
足
対
策
の

た
め
の
人
件
費
増
も
重
な
り

販

管
費
の
削
減
を
徹
底
す
る
必
要
が

あ
る

食
料
・
飲
料
卸
売
業

仕

入
価
格
の
上
昇
分
に
つ
い
て
は

価
格
転
嫁
が
行
え
て
い
る

今
後

は
増
加
し
た
販
管
費
分
を

い
か
に

販
売
価
格
に
転
嫁
す
る
か
が
重
要

で
あ
る

家
具
・
建
具
等
卸
売
業 

 

小
売
業

感
染
状
況
も
落
ち

着
き

外
国
人
観
光
客
の
再
来
も
重

な

て

売
上
が
改
善
し
て
き
た

一
方

円
安
に
よ
る
輸
入
品
の
価
格

高
騰
等

コ
ス
ト
負
担
は
増
加
し
続

け
て
い
る
た
め

消
費
者
の
ニ

ズ

に
合

た
販
売
促
進
を
進
め
る
と

と
も
に

採
算
悪
化
を
防
ぐ
た
め

経
費
削
減
に
も
努
め
て
い
く

百

貨
店

店
舗
へ
の
客
足
の
回
復
に

よ
る
売
上
増
加
に
加
え

コ
ロ
ナ
禍

を
契
機
に
始
め
た
Ｅ
Ｃ
事
業
の
売

上
も
円
安
が
功
を
奏
し

大
き
く
伸

長
し
て
い
る

土
産
品
小
売
業

 

 

サ

ビ
ス
業

全
国
旅
行
支

援
の
再
開
や

水
際
緩
和
に
よ
る
外

国
観
光
客
の
戻
り
に
よ
り

旅
行
者

数
が
増
加
し

売
上
が
回
復
し
て
き

て
い
る

コ
ロ
ナ
禍
の
出
口
が
見
え

始
め
て
き
た

こ
の
ま
ま
感
染
が
落

ち
着
き

観
光
需
要
に
拍
車
が
か
か

る
こ
と
を
期
待
す
る

宿
泊
業

少
人
数
客
で
の
宴
会
は
コ
ロ
ナ

禍
前
程
度
ま
で
戻

て
き
た

し
か

し

客
数
に
見
合
う
従
業
員
の
確
保

が
出
来
て
お
ら
ず

人
手
不
足
が
深

刻
化
し
て
い
る

飲
食
業

 

全国・産業別業況ＤＩの推移 
｢見通し｣は当月水準に比較した向こう3ヶ月の先行き見通しＤＩ 

 全産業 建 設 製 造 卸 売 小 売 ｻｰﾋﾞｽ 
５月 ▲ 20.4 ▲ 31.3 ▲ 15.4 ▲ 20.2 ▲ 31.8 ▲  9.3 

６月 ▲ 20.3 ▲ 29.3 ▲ 19.8 ▲ 22.0 ▲ 32.2 ▲  4.4 

７月 ▲ 17.8 ▲ 28.7 ▲ 17.9 ▲ 18.1 ▲ 25.2 ▲  4.1 

８月 ▲ 21.0 ▲ 26.4 ▲ 18.9 ▲ 24.8 ▲ 30.7 ▲ 10.2 

９月 ▲ 23.3 ▲ 28.7 ▲ 23.3 ▲ 27.2 ▲ 31.9 ▲ 11.4 

１０月 ▲ 20.7 ▲ 29.9 ▲ 20.1 ▲ 21.1 ▲ 29.4 ▲  8.1 

見通し ▲ 22.2 ▲ 26.3 ▲ 24.1 ▲ 23.2 ▲ 32.0 ▲  9.4 

 



〇

〇

令和４年

５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月～１月 ( １０月～１２月 )

全産業 ▲ 16.0 ▲ 14.2 ▲ 11.2 ▲ 21.2 ▲ 8.4 ▲ 10.2 ▲ 3.0 ( ▲ 10.3 )

建  設 ▲ 15.7 ▲ 21.0 ▲ 9.0 ▲ 31.5 ▲ 22.7 ▲ 23.5 ▲ 17.6 ( ▲ 9.0 )

製  造 ▲ 16.0 ▲ 22.2 ▲ 16.6 ▲ 25.0 ▲ 16.0 ▲ 26.0 ±0.0 ( ▲ 24.0 )

卸・小売 ▲ 34.3 ▲ 12.1 ▲ 23.5 ▲ 27.2 ▲ 8.8 ▲ 11.1 ▲ 19.4 ( ▲ 14.7 )

サービ ス △ 8.3 ▲ 3.8 △ 7.4 ±0.0 △ 12.0 △ 18.1 △ 31.8 ( △ 8.0 )

先行き見通し

向こう３ヶ月（１１月から１月）の先行き見通しについては、全産業では、▲３．０（前月水準

▲１０．３）となり、マイナス幅が７．３ポイント縮小する見通しである。

令和４年（２０２２年）１０月の動向
【業況について】

業況ＤＩ値（前年同月比）の推移 ※DI＝「好転」の回答割合ー「悪化」の回答割合

１０月の全産業合計のＤＩ値（前年同月比ベース、以下同じ）は、▲１０．２（前月水準▲８．

４）となり、マイナス幅が１．８ポイント拡大した。

▲ 40.0

▲ 20.0

±0.0

△ 20.0

△ 40.0

５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月～１月

ＤＩ値

月別

業況ＤＩ値（前年同月比）の推移

全産業

建 設

製 造

卸・小売

サービス

20%

49%

31%
27%

64%

9% 22%

45%

33%

17%

39%

44%

12%

53%

35%

円グラフの外側から、

建設業

製造業

卸・小売業

サービス業

全産業

■好転

■不変

■悪化

前年同月と比較した今月の業況について



○

令和４年

５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月～１月 ( １０月～１２月 )

全産業 ▲ 4.0 ▲ 9.5 ▲ 4.6 ▲ 3.0 ▲ 2.8 △ 5.1 △ 10.2 ( △ 2.8 )

建  設 ▲ 10.5 ▲ 21.0 ▲ 31.8 ▲ 21.0 ▲ 36.3 ▲ 35.2 ▲ 11.7 ( ±0.0 )

製  造 △ 4.0 ▲ 22.2 △ 12.5 △ 4.1 △ 4.0 ▲ 17.3 △ 8.6 ( ▲ 4.0 )

卸・小売 ▲ 6.2 △ 6.0 ▲ 8.8 ▲ 6.0 △ 11.7 △ 36.1 △ 8.3 ( ▲ 2.9 )

サービ ス ▲ 4.1 ▲ 7.6 △ 7.4 △ 8.6 ±0.0 △ 9.0 △ 31.8 ( △ 20.0 )

先行き見通し

売上ＤＩ値（前年同月比）の推移 ※DI＝「増加」の回答割合ー「減少」の回答割合

向こう３ヶ月（１２月から１月）の先行き見通しについては、全産業では、△１０．２（前月水

準△２．８）となり、プラス幅が７．４ポイント拡大する見通しである。

○

【売上について】

１０月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、△５．１（前月水準▲２．８）

となり、マイナス幅が７．９ポイント縮小した。

▲ 50.0

▲ 30.0

▲ 10.0

△ 10.0

△ 30.0

△ 50.0

５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月～１月

ＤＩ値

月別

売上ＤＩ値（前年同月比）の推移

全産業

建 設

製 造

卸・小売

サービス

35%

36%

29%
27%

55%

18%

53%

30%

17%
30%

22%

48%

12%

41%

47%

円グラフの外側から、

建設業

製造業

卸・小売業

サービス業

全産業

■好転

■不変

■悪化

前年同月と比較した今月の売上について



令和４年

５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月～１月 ( １０月～１２月 )

全産業 ▲ 21.0 ▲ 24.7 ▲ 14.9 ▲ 28.2 ▲ 16.9 ▲ 25.5 ▲ 12.2 ( ▲ 14.1 )

建  設 ▲ 15.7 ▲ 36.8 ▲ 27.2 ▲ 36.8 ▲ 31.8 ▲ 41.1 ▲ 29.4 ( ▲ 13.6 )

製  造 ▲ 28.0 ▲ 29.6 ▲ 33.3 ▲ 29.1 ▲ 24.0 ▲ 47.8 ▲ 21.7 ( ▲ 36.0 )

卸・小売 ▲ 28.1 ▲ 15.1 ▲ 17.6 ▲ 27.2 ▲ 20.5 ▲ 22.2 ▲ 16.6 ( ▲ 17.6 )

サービ ス ▲ 8.3 ▲ 23.0 △ 14.8 ▲ 21.7 △ 8.0 △ 4.5 △ 18.1 ( △ 12.0 )

先行き見通し

採算ＤＩ値（前年同月比）の推移 ※DI＝「好転」の回答割合ー「悪化」の回答割合

○

○

１０月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲２５．５（前月水準▲１６．

９）となり、マイナス幅が８．６ポイント拡大した。

【採算について】

向こう３ヶ月（１１月から１月）の先行き見通しについては、全産業では、▲１２．２（前月水

準▲１４．１）であり、マイナス幅が１．９ポイント縮小する見通しである。

▲ 70.0

▲ 50.0

▲ 30.0

▲ 10.0

△ 10.0

△ 30.0

５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月～１月

ＤＩ値

月別

採算ＤＩ値（前年同月比）の推移

全産業

建 設

製 造

卸・小売

サービス

18%

38%
44%

23%

59%

18% 22%

33%

45%

13%

26%

61%

12%

35%
53%

円グラフの外側から、

建設業

製造業

卸・小売業

サービス業

全産業

■好転

■不変

■悪化

前年同月と比較した今月の採算について



○

令和４年

５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月～１月 ( １０月～１２月 )

全産業 ▲ 71.0 ▲ 69.5 ▲ 71.9 ▲ 69.6 ▲ 67.9 ▲ 77.5 ▲ 69.3 ( ▲ 62.2 )

建  設 ▲ 63.1 ▲ 47.3 ▲ 63.6 ▲ 57.8 ▲ 68.1 ▲ 70.5 ▲ 70.5 ( ▲ 59.0 )

製  造 ▲ 96.0 ▲ 100.0 ▲ 95.8 ▲ 95.8 ▲ 96.0 ▲ 100.0 ▲ 91.3 ( ▲ 96.0 )

卸・小売 ▲ 68.7 ▲ 72.7 ▲ 79.4 ▲ 75.7 ▲ 67.6 ▲ 77.7 ▲ 66.6 ( ▲ 64.7 )

サービ ス ▲ 54.1 ▲ 50.0 ▲ 48.1 ▲ 43.4 ▲ 40.0 ▲ 59.0 ▲ 50.0 ( ▲ 28.0 )

先行き見通し

【仕入単価について】
○ １０月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲７７．５（前月水準▲６７．

９）となり、マイナス幅が９．６ポイント拡大した。

仕入単価ＤＩ値（前年同月比）の推移 ※DI＝「下落」の回答割合ー「上昇」の回答割合

向こう３ヶ月（１１月から１月）の先行き見通しについては、全産業では、▲６９．３（前月水

準▲６２．２）となり、マイナス幅が７．１ポイント拡大する見通しである。

▲ 120.0

▲ 100.0

▲ 80.0

▲ 60.0

▲ 40.0

▲ 20.0

±0.0

５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月～１月

ＤＩ値

月別

仕入単価ＤＩ値（前年同月比）の推移

全産業

建 設

製 造

卸・小売

サービス

1%
20%

79%

0%

41%

59%

3%
17%

80%

0%0%

100%

0%

29%

71%

円グラフの外側から、

建設業

製造業

卸・小売業

サービス業

全産業

■好転

■不変

■悪化

前年同月と比較した今月の仕入単価について



○

令和４年

５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月～１月 ( １０月～１２月 )

全産業 △ 16.0 △ 12.3 △ 22.4 △ 13.1 △ 17.9 △ 17.3 △ 22.4 ( △ 21.6 )

建  設 △ 10.5 △ 10.5 △ 27.2 △ 21.0 △ 27.2 △ 5.8 △ 11.7 ( △ 31.8 )

製  造 △ 16.0 △ 14.8 △ 25.0 △ 12.5 △ 12.0 △ 13.0 △ 21.7 ( △ 12.0 )

卸・小売 △ 15.6 △ 9.0 △ 20.5 △ 12.1 △ 14.7 △ 22.2 △ 25.0 ( △ 20.5 )

サービ ス △ 20.8 △ 15.3 △ 18.5 △ 8.6 △ 20.0 △ 22.7 △ 27.2 ( △ 24.0 )

先行き見通し

従業員ＤＩ値（前年同月比）の推移 ※DI＝「過剰」の回答割合ー「不足」の回答割合

【従業員について】
○ １０月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、△１７．３（前月水準△１７．

９）となり、プラス幅が０．６ポイント縮小した。

向こう３ヶ月（１１月から１月）の先行き見通しについては、全産業では、△２２．４（前月水

準△２１．６）となり、プラス幅が０．８ポイント拡大する見通しである。

±0.0

△ 20.0

△ 40.0

５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月～１月

ＤＩ値

月別

従業員ＤＩ値（前年同月比）の推移

全産業

建 設

製 造

卸・小売

サービス

29%

60%

11% 27%

68%

5%
31%

61%

8%

31%

52%

17% 23%

59%

18% 円グラフの外側から、

建設業

製造業

卸・小売業

サービス業

全産業

■好転

■不変

■悪化

前年同月と比較した今月の従業員について



令和４年

５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月～１月 ( １０月～１２月 )

全産業 ▲ 11.0 ▲ 19.0 ▲ 13.0 ▲ 24.2 ▲ 16.0 ▲ 10.2 ▲ 14.2 ( ▲ 11.3 )

建  設 ▲ 5.2 ▲ 26.3 ▲ 4.5 ▲ 26.3 ▲ 18.1 ▲ 17.6 ▲ 23.5 ( ▲ 4.5 )

製  造 ▲ 20.0 ▲ 33.3 ▲ 33.3 ▲ 33.3 ▲ 16.0 ▲ 17.3 ▲ 26.0 ( ▲ 24.0 )

卸・小売 ▲ 25.0 ▲ 21.2 ▲ 20.5 ▲ 21.2 ▲ 26.4 ▲ 8.3 ▲ 13.8 ( ▲ 14.7 )

サービ ス △ 12.5 △ 3.8 △ 7.4 ▲ 17.3 ±0.0 ±0.0 △ 4.5 ( ±0.0 )

先行き見通し

資金繰りＤＩ値（前年同月比）の推移 ※DI＝「好転」の回答割合ー「悪化」の回答割合

【資金繰りについて】

１０月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲１０．２（前月水準▲１６．

０）となり、マイナス幅が５．８ポイント縮小した。

向こう３ヶ月（１１月から１月）の先行き見通しについては、全産業では、▲１４．２（前月水

準▲１１．３）となり、マイナス幅が２．９ポイント拡大する見通しである。

○

○

▲ 40.0

▲ 20.0

±0.0

△ 20.0

５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月～１月

ＤＩ値

月別

資金繰りＤＩ値（前年同月比）の推移

全産業

建 設

製 造

卸・小売

サービス

10%

69%

21%
9%

82%

9%
14%

64%

22%

9%

65%

26%

6%

71%

23%
円グラフの外側から、

建設業

製造業

卸・小売業

サービス業

全産業

■好転

■不変

■悪化

前年同月と比較した今月の資金繰りについて



【売上ＤＩ】

全国（ＣＣＩ‐ＬＯＢＯ）との比較
【CCI－LOBOとは】

日本商工会議所が各地商工会議所のネットワークを活用し、地域や中小企業が「肌で感じる足元の 景況感」や「直面する経営課題」を

全国ベースで毎月調査し、その結果を集計・公表するものです

【業況ＤＩ】

【採算ＤＩ】

【仕入単価ＤＩ】

【資金繰りＤＩ】

【従業員ＤＩ】

柏▲ 10.2全国▲ 20.7

▲ 30.0 ▲ 20.0 ▲ 10.0 0.0 10.0 20.0 30.0

全産業

建設

製造

卸小売

ｻｰﾋﾞｽ

好転悪化

柏 全国

柏 5.1全国▲ 2.6

▲ 40.0 ▲ 30.0 ▲ 20.0 ▲ 10.0 0.0 10.0 20.0 30.0 40.0

全産業

建設

製造

卸小売

ｻｰﾋﾞｽ

増加減少

柏 全国

柏▲ 25.5全国▲ 26.6

▲ 40.0 ▲ 30.0 ▲ 20.0 ▲ 10.0 0.0 10.0 20.0 30.0 40.0

全産業

建設

製造

卸小売

ｻｰﾋﾞｽ

好転悪化

柏 全国

柏▲ 77.5 全国▲ 76.2

▲ 100.0 ▲ 80.0 ▲ 60.0 ▲ 40.0 ▲ 20.0 0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

全産業

建設

製造

卸小売

ｻｰﾋﾞｽ

下落上昇

柏 全国

柏 17.3 全国 19.0
▲ 30.0 ▲ 20.0 ▲ 10.0 0.0 10.0 20.0 30.0

全産業

建設

製造

卸小売

ｻｰﾋﾞｽ

不足過剰

柏 全国

柏▲ 10.2全国▲ 18.0

▲ 30.0 ▲ 20.0 ▲ 10.0 0.0 10.0 20.0 30.0

全産業

建設

製造

卸小売

ｻｰﾋﾞｽ

好転悪化

柏 全国



業種別 概       況 業種

【業種別】業界内トピックス

建設業

卸・小売業

製造業



【業種別】業界内トピックス

サービス業

卸・小売業



附帯調査結果

新型コロナウイルス感染症の影響について

〇新型コロナウイルス感染拡大前と比べた、今月の売上について

深刻な影響（売上が

５０％超減少）

12%

大きな影響（売上が

３０％程度減少）

6%

ある程度の影響（売上

が１０％程度減少）

41%

現時点で影響はない

が、今後マイナスの

影響が出る懸念があ

る

17%

影響はない

18%

感染拡大前と比べ、

売上は増加している

6%

【建設業】

深刻な影響（売上

が５０％超減少）

5% 大きな影響（売上

が３０％程度減

少）

10%

ある程度の影響（売上

が１０％程度減少）

38%

現時点で影響はない

が、今後マイナスの影

響が出る懸念がある

20%
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18%

感染拡大前と比

べ、売上は増加

している

9%

【全産業】

深刻な影響（売上

が５０％超減少）

9%

大きな影響（売上

が３０％程度減

少）
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ある程度の影響（売
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61%

現時点で影響はない

が、今後マイナスの
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【製造業】
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【卸・小売業】
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現時点で影響はない
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響が出る懸念がある

17%

影響はない
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べ、売上は増加し

ている
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【サービス業】



質問Ａ

1 2 3 1 2 3
増加 不変 減少 増加 不変 減少

1 2 3 1 2 3
好転 不変 悪化 好転 不変 悪化

1 2 3 1 2 3
下落 不変 上昇 下落 不変 上昇

1 2 3 1 2 3
不足 適正 過剰 不足 適正 過剰

1 2 3 1 2 3
好転 不変 悪化 好転 不変 悪化

1 2 3 1 2 3
好転 不変 悪化 好転 不変 悪化

質問Ｂ

まあまあ 不振 極めて不振特に好調 好調

調査要領
調 査 期 間

柏市内１４８事業所及び組合にヒアリング

令和４年１０月２４日 ～ 令和４年１１月２日

調 査 対 象 

75.0%

DI≧50 50＞DI≧25 25＞DI≧0

ｅ.業況

0＞DI≧▲25

ａ.売上高（出荷高）

ｂ.採算

（経常利益ベース）

ｃ.仕入単価

ｄ.従業員

調査方法と調査票
下記「質問Ａ」をＤＩ値集計し、「質問Ｂ」で

「業界内のトピック」の記述回答。

▲25＞DI

DI値は、業況・売上・採算などの各項目についての、判断の状況を表す。

ゼロを基準として、プラスの値で景気の上向きを表す回答の割合が多いこと

を示し、マイナスの値で景気の下向き傾向を表す回答の割合が多いことを示

す。したがって、売上高などの実数値の上昇率を示すものではなく、強気・

弱気などの景気感の相対的な広がりを意味する。

ＤＩ ＝ （増加・好転などの回答割合） － （減少・悪化などの回答割合）

ｆ.資金繰り

業界内のトピック（記述式）

サ ー ビ  ス

※ＤＩ値と景気の概況

質問事項
回  答  欄

前年同月と比較した

今月の水準

今月の水準と比較した向こ

う3ヶ月の先行き見通し

33 22 66.7%

※ＤＩ値（景況判断指数）について

48

建   設 17
23
36

製   造
卸  ・  小売

       ＜業種別回収状況＞

36
54.8%
63.9%

回答数
66.2%
回収率調査産業 調査対象数

148
31

98全 産 業


